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時性 3例 く肝動注施行3例)であった.

胃癌肝転移症例においては原発巣切除に加え肝動注iこ

より予後の向上が期待できる.

1鋸 哩音型血環浄化を行った メ､ノトしキ サ ー ト
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( 同 鞍形外科)

症例は17歳男性.平成:1年1〔け】5日に.Jli大腿骨遠位

骨肉腫と診断された.MpYX 大慶療法 は約mg/k鰐)を

Ll二トーTL施行後.同年12,f･氾1Fl.広範囲切除,Kot7,左

人工膝関節置換術を施行.術後,MTX 大慶療法 ほ輔

療LF)後.MTX血中濃度/)∵卜-/]LilT-)で､WBC:18()0.Iit):

8.3g.dl,Plt.:3.5T<1(ll,GOrr:353ILTI.Glyr:675

ⅠLTI.lJr)f･･I:978IU 1.'t~､B:5.8mgdl,PT:(･i′1.9

%.tミLTN:52mgdl､ '7L/ー1'十二ン:7.6mg･dl上

骨髄抑制上L_もに.肝 ･腎1く全を生しソこ.～.･1TX中毒しま二

る血牒浄化Jj法を9回施行した.九1TX 血中濃度し''_)fLミfr

とともに,肝 ･腎頼経が回復 した.九.rrX 中毒は予測で

きず,粟賂藍寓な爵関作周として発現することがある.MTX

中毒に封 じては,ロイヨポリソ授与とともに吸着型血寮

浄化は有周であると考えられた.

2(M 胸部食道 (大在型,sll11･胃 (llい ･直腸

(m)に発生 した同時性三重複癌 の-魔 例
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剛明 (新潟大学第 二病理)

胸部食道 ･胃･直腸に発生した同時性二重モ射露を発見

し 1期的治癒切除術を施行した.三臓器癌はいずれも

表在塾癌であった,今回,若干の文献的考察を加えて報

告する.

症例は,72才男性で,1993年6月,易疲労感,食欲

不振にて来院 し,精査の結果,胸部食道 im に広汎な

表在塾病変 (扇平上皮癌)を,国体下部太琴前壁をこ IIc

病変 (.高分化型腺癌)杏,直腸 Raに【1.潤 TV型ポIト-

プが発見された,1993.8.31.着開胸開腹,胸部食道

全別 ･胃部分切除 ･経胸骨後頚部食道胃管吻合･内視鏡

的直腸ポl卜＼′7トミー-一による1期的治癒切除術を施行 L

た.病理所見は,食道癌 lm ,(ト【Iこ1十()-Ill,welldiff.

S(二C,sm.ll:IL+上 胃癌 九p･1.ⅢC.tub1,m で,良

腸ボ日日7:は粘膜に限局 した Cこlneet･inこld(?nomiユて

卦･)た.我国で今まで-に報告された食道 ･胃･大腸の同

時性三義旗癌のうち, 1期的観治手術例は奉例を含めて

嶺例で,その 全 てが 表 在 型 で あ ったのは奉例が初めてで

ある.

21)胃癌症例における柁稚内洗浄細胞診(:7~)検討
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1987年よ･')1991)午.蜜で(二り6午間に術中帽陸内洗浄細

胞診を施行した郡苗手術症例308例 I:fT:_fl'横隔膜下およ

びダグラス寓の3ヶ所より洗浄液を採取)中 ey(+)

(')50倒 し160-.い こ対し検討を加え1'上下(二7沌 】見封等た.ll

S2商標の増加をこ伴い cy(+)率も増加 したが S(-)

の5症例にも ey(+)を認めた.2)癌の局在と cy(+)

部位に関連が見られた.3)肉眼形は3,4型が多く組

織学的には低分化癌,n (ヰ上 INFβ.㌻,および 且y(+)

が多かった.射 Sはge2以上の iy(+)のユ韓生存率

は46%と cy(-)に比べ不良であった.5)ダグラス

窟陽性と陰性群閤および陽性部位が 1カ所と3カ所群問

の予後に有意差を認めた,6)切除群の再発形式は腹膜

播種か阜く5000無痛期間Ltl()カ,f十で/FH た.

胃癌洗浄細胞診陽性症例は浸潤傾向の強い低分化型が

多く予後不良である.

22)進行消化器癌 に対す る温熱療法の自覚症状

改善効果に関す る検討

礎杵 久 -･相)i[ 辞子
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【日的】手術十こ能と診断 された進行消化器癌に対して

化学療法併頗温熱療法を施行し,その自覚症状改善効果

をこついて検討 した.

【方法と対象】方法は 13.56MHztlT)RF誘導加温装

置 (HヒH-5OO)を用い, 1回 ノ鳳 L･1O分間J)加温を原

則とし,施行時に全身化学療法も併潤 した.対象は十分


